
Tea Bag Index を用いた学校林の土壌分解速度に関する研究

Tea Bag Index について

２種類のティーバッグを数ヶ月土壌に埋め，その分解量（重量）から土壌

分解の指標を出す手法。その手軽さから，世界中で実施されている。ティー

バッグは，Liptonのグリーンティーとルイボスティーを使用する。

葉からできているグリーンティーは分解されやすく，回収時にはほとんど

分解されて平衡状態になっている。その残量は，炭素が土壌にどれくらい

の期間蓄積されるかの目安となる。 [蓄積能力の指標S ］

根からできているルイボスティーは分解されにくく、回収時にはまだ分解

途中で平衡状態になっていない。その残量は，土壌分解の速度を求めると

きの目安となる。 [初期分解速度の指標k ］

莵道高校（宇治市）の学校林

① ２種類のティーバッグ重量を測定した。

② 植生ごとに，地表から約10cmにティーバッグを

② 埋めた。

③ ９週間後にティーバッグを回収し、２～３日乾燥

③ させた後、重量を測定した。

④ 埋めた日と回収した日に，地温（土壌の温度）を

④ 測定した。

⑤ 調査期間は2019年５月14日～2020年２月７日で，

⑤ 春（５月～７月），夏（７月～９月），秋（９月～11月），

⑤ 冬（12月～２月）の４回実施した。

目 的

Tea Bag Index を用いて，学校林「莵道の森」の

土壌分解の傾向について考察する。

仮 説

植生ごとに土壌分解の傾向は異なっている。

各植生で生育している植物が異なるため，土壌での分解傾向も異なって

くるのではないか。

調査場所

航空写真

人工林

調査方法

○ 春から秋の時期は

○ 草原が最も高い。

○ 冬は草原が最も低い。

○ ９月～11月にかけて

○ 大きく変化する。

森林（二次林・人工林）と草原で

Sとkの傾向が大きく異なっていた。

○ 森林の傾向… kは気温に比例して増減していた。

○ 森林の傾向… Sは気温に反比例して増減していた。

○ 草原の傾向… kは気温に比例して増減したが，森林ほどではない。

○ 草原の傾向… Sは春から秋に減少し，秋から冬に大きく増加した。

表１．調査結果のまとめ．

図１．Sとkの散布図．

結 果

表２．各植生の地温〔℃〕．

図２．地温の変化．

考 察

土壌分解速度について

気温が高くなると，土壌分解に関

わる生物の活動が活発になるので，

分解速度が高くなるのではないか。

蓄積能力について

秋・冬は林内の落葉・落枝が盛ん

になり，さらに分解速度も下がるた

め，蓄積能力が高くなるのではな

いか。

土壌分解速度について

森林に比べて夏のkが低くなるの

は，地温が高くなりすぎて生物の活

動が低下するからではないか。

蓄積能力について

草原にはススキが優占している。

ススキは、春から秋にかけて生育し，

冬に枯れる。よって，冬以降の蓄積

能力が、高くなるのではないか。

森林（二次林・人工林） 草 原

仮説では植生ごとに土壌分解の傾向が違うと考えていたが、

実際は森林（二次林・人工林）と草原で傾向が分かれていた。

これは，季節による地温の変化や生育する植物種が

影響しているのではないか。
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